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雄

︵
一
九
八
八
年
︶
八
月
四
日
に
ダ
ウ
の
平
均
価
格
は
一
日
で
三
・
五
％

下
が
り
、
三
週
間
後
、
ロ
シ
ア
の
流
動
性
の
危
機
が
明
る
み
に
出
た
た

め
に
、
さ
ら
に
四
・
四
％
下
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
う
と
う
八
月

三
一
日
に
は
わ
ず
か
一
日
で
六
・
八
％
も
の
歴
史
的
な
下
げ
幅
を
記
録

し
、
株
式
以
外
の
市
場
も
軒
並
み
下
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

・
・
・
金
融
市
場
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
あ
の
一
九
八
八
年
八
月
の
暴

落
は
起
こ
る
は
ず
の
な
い
こ
と
で
し
た
。
世
界
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
で
教
え
ら
れ
て
い
る
金
融
工
学
の
標
準
理
論
に
よ
れ
ば
、
八
月

三
一
日
レ
ベ
ル
の
暴
落
の
起
こ
る
確
率
は
二
〇
〇
〇
万
分
の
一
、
つ
ま

り
、
一
〇
万
年
間
毎
日
取
引
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
一
度
も
起
こ
ら
な

い
よ
う
な
き
わ
め
て
低
い
確
率
の
現
象
で
す
。
・
・
・
そ
の
よ
う
な
大

幅
な
下
落
が
、
同
じ
月
に
繰
り
返
し
起
こ
る
確
率
は
さ
ら
に
小
さ
な
値

と
な
り
、
五
〇
〇
〇
億
回
に
一
回
程
度
と
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
事
件
を
本
当
に
例
外
と
し
て
除
外
し
て
し

ま
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
こ
の
よ
う
な
常
軌
を
逸
し
た

出
来
事
は
金
融
市
場
で
は
か
な
り
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。︵
M
andelbrot[2004],
邦
訳
[二
〇
〇
八
]、
二
〇

ペ
ー
ジ
︶

・
・
・
一
九
八
八
年
、
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
︵
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
︶
と
い
う
金
融
投
資
会
社
︵
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
︶
が
、

ほ
と
ん
ど
一
瞬
の
う
ち
に
破
綻
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
同
社

は
天
才
と
呼
ば
れ
て
い
た
二
人
の
﹁
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
経
済
学
者
﹂
の

手
法
と
リ
ス
ク
の
専
門
知
識
を
利
用
し
て
い
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ら
を
偉

大
な
科
学
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
も
の
の
、
実
際
は
、
ベ
ル
型
カ
ー
ブ

︵
正
規
分
布
︱
引
用
者
注
︶
に
頼
っ
た
イ
ン
チ
キ
数
学
を
使
っ
て
い
る
だ
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け
で
、
同
時
に
、
金
融
業
界
全
体
を
ま
と
め
て
ボ
ン
ク
ラ
︵
suckers︶

の
集
ま
り
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。︵
T
aleb[2008],
p.44,
邦
訳
[二
〇

〇
九
]、︵
上
︶、
九
三
ペ
ー
ジ
︶

は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
七
月
の
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
傘
下
の
フ
ァ

ン
ド
の
破
綻
、
翌
八
月
の
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
傘
下
の
フ
ァ
ン

ド
の
凍
結
を
発
端
と
し
て
、
次
第
に
金
融
シ
ス
テ
ム
全
般

の
機
能
不
全
を
も
た
ら
し
た
今
回
の
金
融
危
機
は
、
そ
の

後
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
に
関
係
し
て
い
た
住
宅

金
融
機
関
、
政
府
保
証
住
宅
金
融
機
関
︵
Ｇ
Ｓ
Ｅ
︶、
金

融
保
証
会
社
、
投
資
銀
行
、
保
険
会
社
へ
と
次
々
に
波
及

し
、
歴
史
的
に
み
て
も
未
曾
有
の
経
済
危
機
を
も
た
ら
し

た
。特

に
、
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破

綻
と
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
メ
リ
ル
リ
ン
チ

の
救
済
合
併
、
お
よ
び
大
手
保
険
会
社
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
政
府
に

よ
る
救
済
と
い
う
一
連
の
出
来
事
は
、
否
応
な
く
金
融
シ

ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う
大
手
金
融
機
関
で
さ
え
経
営
破
綻

の
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
印
象
づ
け
た
。
こ
の
た
め
、
株

価
︵
ダ
ウ
平
均
︶
は
リ
ー
マ
ン
が
破
綻
し
た
九
月
一
五
日

に
は
一
〇
、
九
一
七
・
五
一
ド
ル
︵
前
日
比
四
・
四
二

％
、
五
〇
四
ド
ル
の
下
落
︶、
政
府
が
Ａ
Ｉ
Ｇ
の
救
済
を

発
表
し
た
一
七
日
に
は
一
〇
、
六
〇
九
・
六
六
ド
ル
︵
同

四
・
〇
六
％
、
四
四
九
ド
ル
の
下
落
︶
を
記
録
し
、
さ
ら

に
緊
急
経
済
安
定
化
法
案
が
議
会
︵
下
院
︶
で
否
決
さ
れ

た
二
九
日
に
は
一
〇
、
三
六
五
・
四
五
ド
ル
︵
同
六
・
九

八
％
、
七
七
七
・
六
八
ド
ル
の
下
落
︶
を
記
録
し
た
。
翌

月
に
な
っ
て
も
下
落
は
止
ま
ら
ず
、
一
〇
月
六
日
に
は
一

万
ド
ル
を
割
り
込
み
、
九
日
に
は
九
千
ド
ル
割
れ
、
一
〇

日
に
は
一
時
的
に
八
千
ド
ル
割
れ
を
記
録
し
た
。

ダ
ウ
平
均
の
史
上
最
高
値
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
九
日

の
一
四
、
一
六
四
・
五
三
ド
ル
で
あ
る
か
ら
、
約
一
年
で

半
分
近
く
に
ま
で
下
落
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
九
月
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三
〇
日
か
ら
一
〇
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
で
一
、
五

二
五
ド
ル
下
落
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
率
に
し
て

一
四
・
一
％
と
ロ
シ
ア
通
貨
危
機
が
起
き
た
一
九
九
八
年

八
月
以
来
の
大
暴
落
で
あ
っ
た
。

日
本
の
株
価
は
二
〇
〇
七
年
こ
そ
機
関
投
資
家
︵
特

に
、
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
︶
の
換
金
売
り
に
よ
り
先
進
国

中
最
大
の
下
落
を
記
録
し
た
も
の
の
、
翌
〇
八
年
に
な
る

と
ア
メ
リ
カ
の
株
価
の
動
向
に
連
動
し
て
乱
高
下
を
繰
り

返
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
株
価
の
下
落
率
上
位
二
〇
位
を
み

る
と
、
七
回
ま
で
が
〇
八
年
一
〇
月
に
、
一
回
が
一
一
月

に
起
き
て
い
る
。
他
方
、
下
落
の
度
に
数
日
後
に
リ
バ
ウ

ン
ド
が
み
ら
れ
、
上
昇
率
上
位
二
〇
位
の
う
ち
、
一
〇
月

に
四
回
、
一
一
月
に
一
回
を
記
録
し
て
い
る
。

今
回
の
、
短
期
間
に
お
け
る
、
さ
な
が
ら
ジ
ェ
ッ
ト
・

コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
株
価
の
激
し
い
変
動
は
過
去
に
例

が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
過
程
で
多
く
の
大
手
金
融

機
関
が
経
営
危
機
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で

問
題
に
し
た
い
の
は
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
の
ブ
ラ
ッ

ク
・
マ
ン
デ
ー
や
一
九
九
八
年
八
月
の
東
南
ア
ジ
ア
の
通

貨
危
機
、
ロ
シ
ア
経
済
危
機
を
背
景
と
し
た
大
手
ヘ
ッ

ジ
・
フ
ァ
ン
ド
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
の
破
綻
を
経
験
し
て
、
大
手
金

融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

が
、
今
回
の
事
態
に
十
分
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
背
景
で

あ
る
。
現
実
に
、
こ
の
数
十
年
間
で
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
た
金
融
工
学
に
依
拠
し
た
リ
ス
ク
管
理
手
法
に
は
理

論
的
に
み
て
重
大
な
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

一
、
金
融
リ
ス
ク
管
理
の
現
状

金
融
資
産
の
リ
ス
ク
分
析
を
対
象
と
す
る
﹁
金
融
工

学
﹂︵
注
︶
が
初
め
て
姿
を
現
す
の
は
、
ハ
ー
リ
ー
・

マ
ー
コ
ビ
ッ
ツ
の
﹁
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
﹂︵
一
九
五
二
年
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
、
五
八
年
に
同
名
の
タ
イ
ト
ル
の
著
書
が
公
刊
さ
れ
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る
︶
を
嚆
矢
と
す
る
。

︵
注
︶
﹁
金
融
工
学
﹂
は
、
資
本
の
効
率
的
利
用
の
立
場
か
ら
、
金
融
の

機
能
的
効
率
性
と
資
本
の
効
率
性
に
関
わ
る
思
考
・
技
術
・
知
識
体

系
を
創
造
す
る
学
問
で
あ
り
、
リ
ス
ク
の
価
格
理
論
と
し
て
の
﹁
無

裁
定
価
格
理
論
﹂
が
最
も
中
心
的
な
概
念
で
あ
る
、
と
定
義
さ
れ
る

︵
刈
屋
武
昭
[二
〇
〇
〇
]、﹃
金
融
工
学
と
は
何
か
﹄
岩
波
新
書
、
一

一
八
ペ
ー
ジ
︶。
ま
た
、
従
来
の
金
融
・
資
本
市
場
分
析
に
対
し
て
、

そ
の
実
践
的
な
﹁
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
を
強
調
す
る
立
場
も
あ
る
。

後
者
の
場
合
、﹁
金
融
工
学
﹂
は
現
代
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
と
ほ
ぼ
同

義
に
な
る
︵
野
口
悠
紀
雄
、
藤
井
真
理
子
[二
〇
〇
〇
]、﹃
金
融
工

学
﹄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、﹁
は
し
が
き
﹂
お
よ
び
構
成
を
参
照
さ
れ
た

い
︶。

マ
ー
コ
ビ
ッ
ツ
は
そ
れ
ま
で
一
つ
の
銘
柄
の
価
値
の
分

析
に
終
始
し
て
い
た
証
券
分
析
か
ら
発
想
を
転
換
し
、
複

数
の
銘
柄
か
ら
構
成
さ
れ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
リ
ス
ク

と
リ
タ
ー
ン
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
二
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
・
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
マ
ー
コ
ビ
ッ

ツ
は
リ
タ
ー
ン
の
指
標
と
し
て
期
待
値
を
、
リ
ス
ク
の
指

標
と
し
て
標
準
偏
差
を
と
り
、
そ
の
最
適
の
組
合
せ
を
最

適
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
定
義
し
た
。
以
後
、
こ
の
枠
組
み

に
沿
っ
た
目
覚
ま
し
い
理
論
的
な
発
展
が
み
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
過
程
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
の
い
う

﹁
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
﹂
と
、
新
た
な
枠
組
み
に
基
づ
く

﹁
通
常
科
学
﹂
の
発
展
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
選
択
論
が
い
く
ら
洗
練
さ

れ
て
も
、
投
資
実
務
の
世
界
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
仮
に
Ｓ
＆
Ｐ
五
〇
〇
銘
柄
を
す

べ
て
組
み
込
ん
だ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
リ
タ
ー
ン
と
リ
ス

ク
を
計
算
し
よ
う
と
思
え
ば
、
五
〇
〇
銘
柄
の
期
待
リ

タ
ー
ン
、
そ
の
標
準
偏
差
の
予
測
に
加
え
て
、
五
〇
〇
銘

柄
間
の
共
分
散
値
一
二
万
五
千
個
の
予
測
値
を
求
め
る
必

要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
演
算
速
度
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
実
用
化
に
は
絶

望
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
し
ば
ら
く
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
は
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も
っ
ぱ
ら
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
お
い
て
精
緻
化
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
の
限
界
を
打
破
し
た
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
シ
ャ
ー
プ
に
よ
る
﹁
市
場
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
﹂
の
概

念
と
、
個
別
銘
柄
の
リ
ス
ク
指
標
と
し
て
の
β
︵
ベ
ー

タ
︶
の
提
起
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ー
プ
は
市
場
全
体
を
巨
大

な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
み
な
し
、
個
々
の
銘
柄
の
リ
ス
ク

を
そ
の
市
場
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
対
す
る
反
応
係
数

︵
β
︶
と
考
え
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を

構
成
す
る
個
別
銘
柄
間
の
共
分
散
の
予
測
値
を
計
算
す
る

必
要
は
な
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
柄
の
ベ
ー
タ
値
を
計

算
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
マ
ー
コ
ビ
ッ
ツ
流
の
伝
統
的
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
理
論
の
隘
路
が
打
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以

後
、
金
融
工
学
は
理
論
お
よ
び
実
務
の
世
界
で
急
速
に
発

展
を
見
る
こ
と
に
な
る
︵
注
︶。

︵
注
︶

B
ernstein[2007];
邦
訳
[二
〇
〇
九
]
は
、
こ
れ
ら
が
体
系
化

さ
れ
た
の
は
一
九
五
二
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
わ
ず
か
二
一
年
間
と

い
う
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然

科
学
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
学
の
歴
史
と
比
較
し
て
も
、
短
期
間
に
他

に
例
を
み
な
い
発
展
を
遂
げ
た
分
野
で
あ
る
︵
一
九
︱
二
〇
ペ
ー

ジ
︶。
こ
こ
で
、
一
九
七
三
年
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
価
格
に
つ
い
て
の
ブ

ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
・
モ
デ
ル
が
提
唱
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

二
、
バ
リ
ュ
ー
・
ア
ッ
ト
・
リ
ス
ク

︵
Ｖ
ａ
Ｒ
︶

企
業
は
業
務
展
開
の
過
程
で
様
々
な
リ
ス
ク
に
遭
遇
す

る
。
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
用
語
を
ざ
っ
と
あ
げ
た
だ
け

で
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
︵
市
場
︶・
リ
ス
ク
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

︵
信
用
︶・
リ
ス
ク
、
決
済
リ
ス
ク
、
流
動
性
リ
ス
ク
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
、
リ
ー
ガ
ル
・
リ
ス
ク
、
リ

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

相
当
部
分
は
企
業
の
内
部
統
制
の
対
象
で
あ
る
が
、
最
初

の
四
つ
は
ほ
ぼ
金
融
機
関
に
固
有
の
リ
ス
ク
と
い
え
る
。
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そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
計
量
化
し
や
す
い
た
め

に
、
そ
れ
を
一
定
の
範
囲
に
抑
え
る
リ
ス
ク
管
理
技
法
が

発
展
し
て
き
た
。

こ
の
う
ち
、
現
状
、
最
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の

が
、
バ
リ
ュ
ー
・
ア
ッ
ト
・
リ
ス
ク
︵
Ｖ
ａ
Ｒ
︶
で
あ

る
。
こ
れ
は
リ
ス
ク
を
計
量
化
し
そ
れ
を
一
定
の
許
容
範

囲
に
抑
え
つ
つ
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
推
定
最
大
損
失

額
を
最
大
の
場
合
で
も
エ
ク
ィ
テ
ィ
︵
自
己
資
本
︶
の
範

囲
以
内
に
抑
え
、
Ｖ
ａ
Ｒ
が
小
さ
く
収
益
性
の
最
も
高
い

業
務
分
野
に
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
通

常
、
Ｖ
ａ
Ｒ
は
以
下
の
式
で
計
算
さ
れ
る
︵
以
下
の
例

は
、
西
村
信
勝
[一
九
九
九
]、
一
一
〇
︱
一
一
七
ペ
ー

ジ
、
を
参
考
に
し
た
︶。

V
aR

＝

ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ

×

信
頼
水
準

︵
標
準
偏
差
︶
×

√
保
有
期
間
︵
年
︶

た
と
え
ば
、
額
面
一
〇
〇
億
円
の
債
券
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ

テ
ィ
を
年
率
二
〇
％
︵
二
五
〇
営
業
日
︶
と
し
、
保
有
期

間
一
〇
営
業
日
、
片
側
信
頼
水
準
九
七
・
七
二
％
︵
二
標

準
偏
差
︶
と
仮
定
し
て
、
Ｖ
ａ
Ｒ
を
計
算
す
る
と
、

V
aR

＝

100
︵
億

円
︶

×

20

％

×

2

×

√
10/250
＝

8.0︵
億
円
︶

こ
の
例
で
は
、
一
〇
〇
億
円
の
債
券
を
一
〇
営
業
日
保

有
し
た
場
合
、
九
七
・
七
二
％
の
確
率
で
損
失
は
八
億
円

の
範
囲
以
内
に
収
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
︵
逆
に
い

え
ば
、
二
・
二
八
％
の
確
率
で
八
億
円
以
上
の
損
失
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
︶。

Ｖ
ａ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
適
用

す
る
か
は
判
断
が
分
か
れ
る
。
西
村
[一
九
九
九
]で
は
、

大
手
金
融
機
関
は
Ｖ
ａ
Ｒ
を
利
用
し
て
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を

含
む
市
場
リ
ス
ク
を
計
測
し
て
い
る
他
、
最
近
で
は
融
資
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な
ど
に
伴
う
信
用
リ
ス
ク
に
も
Ｖ
ａ
Ｒ
を
適
用
し
て
推
定

最
大
損
失
額
を
計
測
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
株
主
向
け
年
次
報
告

書
︵
二
〇
〇
八
年
︶
を
み
る
と
、
Ｖ
ａ
Ｒ
の
利
用
は
市
場

リ
ス
ク
の
管
理
に
止
ま
っ
て
お
り
、
信
用
リ
ス
ク
や
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
の
リ
ス
ク
、
ま
た
流
動
性
リ
ス
ク
の
管
理
に
つ

い
て
は
別
の
ツ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
。
大
手
金
融
機
関

は
、
こ
こ
数
十
年
間
に
金
融
商
品
の
価
格
の
不
安
定
化
を

経
験
し
て
、
単
独
の
ツ
ー
ル
に
頼
る
こ
と
の
危
険
性
を
認

識
し
、
い
く
つ
か
の
ツ
ー
ル
を
併
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。そ

れ
は
と
も
か
く
、
Ｖ
ａ
Ｒ
に
よ
っ
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
全
体
の
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
限
度
額
の
設
定
に
も
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

し
か
し
、
大
き
な
問
題
も
は
ら
ん
で
い
る
。
第
一
に
、

Ｖ
ａ
Ｒ
は
過
去
の
デ
ー
タ
を
基
に
将
来
を
予
測
す
る
た

め
、
デ
ー
タ
抽
出
の
期
間
や
方
法
に
よ
り
、
Ｖ
ａ
Ｒ
の
値

が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
Ｖ
ａ
Ｒ
は
過

去
の
正
常
な
市
場
環
境
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
基
に
最
大
の

リ
ス
ク
量
を
測
定
す
る
た
め
、
異
常
な
市
場
環
境
が
現
出

し
た
場
合
に
は
、
現
実
の
リ
ス
ク
が
Ｖ
ａ
Ｒ
で
計
測
さ
れ

た
リ
ス
ク
量
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
で

あ
る
。
最
後
に
、
Ｖ
ａ
Ｒ
は
今
後
の
価
格
変
動
を
正
規
分

布
と
仮
定
し
て
リ
ス
ク
を
計
量
し
て
い
る
。
し
か
し
、
特

定
の
状
況
で
は
、
参
加
者
が
同
じ
よ
う
な
予
想
に
基
づ
き

い
っ
せ
い
に
同
じ
方
向
に
行
動
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な

く
、
Ｖ
ａ
Ｒ
の
範
囲
を
越
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。

最
後
の
問
題
は
、
例
え
ば
、
映
画
館
の
ボ
ヤ
騒
ぎ
の
よ

う
に
、
観
客
が
い
っ
せ
い
に
出
口
に
殺
到
す
れ
ば
、
か

え
っ
て
被
害
が
大
き
く
な
る
状
況
を
さ
し
て
い
る
。
こ
れ

は
群
衆
行
動
︵
herding
︶
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
に
お
い
て
も
、
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
を
組
み
込
ん
だ
証
券
化
商
品
を
保
有
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し
て
い
る
大
手
の
金
融
機
関
は
同
じ
運
用
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
い
た
か
ら
、
い
っ
せ
い
に
売
り
の
指
示
が
出
て
、

債
券
価
格
の
暴
落
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
ス
ト
レ
ス
・

テ
ス
ト

Ｖ
ａ
Ｒ
で
求
め
ら
れ
た
範
囲
を
越
え
て
損
失
が
発
生
す

る
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
、
仮
に
そ
う
し
た
事
態
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
を
考
え
る
の
が
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
ス

ト
レ
ス
・
テ
ス
ト
で
あ
る
。
シ
ナ
リ
オ
分
析
は
マ
ク
ロ
経

済
の
様
々
な
変
化
を
想
定
し
て
、
そ
れ
ら
が
市
場
の
変
数

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
予
測
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
シ
ナ
リ
オ
分
析
は
基
本
的
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ト
レ
ス
・
テ

ス
ト
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
価
値
を
動
か
す
市
場
の
変
数

を
変
化
さ
せ
そ
の
影
響
を
分
析
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
は
基
本
的
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
個
別
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
の
ツ
ー
ル
で

あ
る
が
、
監
督
当
局
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
使
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
で
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
・
テ
ス
ト
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
こ
の
テ
ス
ト
は
総
資
産
一
億
ド
ル
以
上
の
銀
行

持
株
会
社
一
九
行
︵
全
米
の
銀
行
資
産
の
三
分
の
二
、
貸

出
全
体
の
五
割
強
を
占
め
る
︶
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

た
。
こ
の
目
的
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
の
金
融
市
場
の
混

乱
に
よ
っ
て
大
手
金
融
機
関
が
次
々
に
経
営
破
綻
に
追
い

込
ま
れ
、
市
場
が
他
の
金
融
機
関
の
経
営
に
対
し
て
も
疑

心
暗
鬼
に
陥
っ
て
い
る
状
況
を
解
消
す
る
た
め
に
、
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
、
万
が
一
、
資
本
不
足
に
陥
る
可

能
性
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
に
備
え
て
資
本
の
増
強
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
頼
の
回
復
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意

図
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

前
提
と
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
は
図
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
﹁
標
準
シ
ナ
リ
オ
﹂
と
﹁
景
気
悪

化
シ
ナ
リ
オ
﹂
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
ど

ち
ら
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
中
核
的
自
己
資
本
比
率

︵
T
ier
1︶
六
％
以
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

﹁
景
気
悪
化
シ
ナ
リ
オ
﹂
の
場
合
に
は
、
狭
義
の
自
己
資

本
比
率
︵
T
ier
1
com
m
on
、
T
ier
1
か
ら
優
先
株
な

ど
を
除
去
し
た
も
の
︶
が
四
％
以
上
で
あ
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、
一
九
行
の
う
ち
、
バ
ン
ク
・
オ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
な
ど
、
一
〇
行
が
資
本
不
足
と
判
断
さ
れ
、
総
額

七
四
六
億
ド
ル
の
資
本
調
達
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
︵
図

表
２
参
照
︶。

シ
ナ
リ
オ
分
析
と
ス
ト
レ
ス
・
テ
ス
ト
は
Ｖ
ａ
Ｒ
の
限

界
を
補
う
も
の
で
、
特
定
の
確
率
分
布
を
前
提
に
は
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
シ
ナ
リ
オ
の
設
定
は
最
悪
の
状
況
を

想
定
す
る
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
恣
意
的
判
断
と
い
う
批

判
は
避
け
ら
れ
な
い
。
現
実
に
、
今
回
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
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シ
ナ
リ
オ
設
定
は
現
実
の
数
値
よ
り
甘
く
︵
図
表
１
参

照
︶、
監
督
当
局
の
都
合
に
良
い
も
の
と
い
う
批
判
が
向

け
ら
れ
て
い
る
。

四
、
経
済
物
理
学
︵
E
conophysics︶

の
ア
プ
ロ
ー
チ

以
上
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
や
、
今
日
、
リ
ス

ク
管
理
の
手
法
と
し
て
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｖ
ａ
Ｒ
に

つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
事
象
の

発
生
の
確
率
分
布
に
つ
い
て
正
規
分
布
︵
ガ
ウ
ス
分
布
ま

た
は
ベ
ル
型
カ
ー
ブ
と
も
い
う
︶
を
仮
定
し
て
い
る
こ
と

が
共
通
し
て
い
る
。

正
規
分
布
の
場
合
、
期
待
値
と
標
準
偏
差
が
ど
の
よ
う

な
値
を
と
っ
て
も
、
確
率
が
期
待
値
＋−
一
標
準
偏
差
の
領

域
に
六
八
・
二
六
％
、
＋−
二
標
準
偏
差
の
領
域
に
九
五
・

四
四
％
、
そ
し
て
＋−
三
標
準
偏
差
の
領
域
に
九
九
・
七
四
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％
が
収
ま
る
と
い
う
便
利
な
特
徴
が
あ
る
。
経
営
学
の
分

野
で
品
質
管
理
の
目
標
と
し
て
﹁
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
﹂
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。
正
規
分
布
の
下
で
は
、
六
標
準

偏
差
の
外
に
で
る
確
率
は
一
〇
〇
万
分
の
三
・
四
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
あ
る
工
程
で
一
〇
〇
万
個
製
品
を
組
み
立

て
て
三
・
四
個
の
不
良
品
が
発
生
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
〇
〇
万
回
作
業
し
て
不
良
品
の
発

生
率
を
三
・
四
回
に
抑
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
こ
の
言
葉
が
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
正
規
分
布
を
仮
定
す
る
と
、
異
常
値
は

﹁
あ
り
え
な
い
こ
と
﹂、﹁
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
﹂︵
タ

レ
ブ
の
著
書
﹇
2008﹈
の
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン
﹂︵
黒

い
白
鳥
︶
と
い
う
題
名
は
こ
の
意
味
で
あ
る
︶
と
し
て
最

初
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
い
う
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
歴
史
に
残
る
よ
う
な
株
価
の
暴
落
だ

け
で
も
一
九
八
七
年
一
〇
月
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
、

九
八
年
の
東
南
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
お
よ
び
ロ
シ
ア
経
済
危

機
、
そ
し
て
二
〇
〇
七
年
後
半
か
ら
の
乱
高
下
と
ほ
ぼ
一

〇
年
周
期
で
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
一
過
性
の
株
価
の

急
落
も
加
え
れ
ば
、
現
実
に
は
異
常
値
ど
こ
ろ
か
頻
繁
に

発
生
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
半
期

程
度
の
時
間
の
長
さ
で
み
れ
ば
、
数
一
〇
％
程
度
の
急
落

あ
る
い
は
急
騰
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
実
に
は
市
場
の
変
動
を
単
純
な
︵
正

規
分
布
の
︶
確
率
モ
デ
ル
で
近
似
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
は

そ
の
九
五
％
の
小
さ
な
ゆ
ら
ぎ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
の

オ
プ
シ
ョ
ン
価
格
を
求
め
る
公
式
は
正
規
分
布
を
前
提
に

し
て
い
る
た
め
、
大
き
な
変
動
を
異
常
値
と
し
て
無
視
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︵
注
︶。
こ
の
た
め
、
金
融
の
現

場
で
は
、
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

こ
の
公
式
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
と
い
わ

れ
る
。
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︵
注
︶
﹁
金
融
工
学
の
問
題
点
は
、・
・
・
肝
心
の
将
来
の
確
率
を
計
算

す
る
と
こ
ろ
で
、
現
実
の
デ
ー
タ
と
は
性
質
が
違
う
こ
と
に
目
を
つ

ぶ
り
、
計
算
が
簡
単
な
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
数
学
的
に
き
れ
い

な
公
式
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
言
で
い
え
ば
、
大
き

な
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
確
率
を
非
常
に
小
さ
く
見
積
も
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
た
め
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
価
格
を
安
す
ぎ
る
値
段
に
見
積
も
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
﹂︵
高
安
[二
〇
〇
四
]、
九
七
︱
八

ペ
ー
ジ
︶。
タ
レ
ブ
は
正
規
分
布
の
仮
定
を
﹁
壮
大
な
知
的
詐
欺
﹂
と

こ
き
お
ろ
し
て
い
る
︵
T
aleb[2008];
邦
訳
[二
〇
〇
九
]、︵
下
︶

第
一
五
章
︶。

こ
れ
ら
の
系
列
に
属
す
る
議
論
が
特
に
や
り
玉
に
挙
げ
て
い
る
の

は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
価
格
に
つ
い
て
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
・

︵
マ
ー
ト
ン
︶・︵
Ｂ
Ｓ
Ｍ
︶
モ
デ
ル
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
H
aug

and
T
aleb[2009]は
、
Ｂ
Ｓ
Ｍ
モ
デ
ル
は
実
際
の
取
引
で
は
使
わ
れ

て
い
な
い
、
Ｂ
Ｓ
Ｍ
モ
デ
ル
は
必
要
が
な
い
、
Ｂ
Ｓ
Ｍ
モ
デ
ル
は
独

創
的
な
も
の
で
は
な
い
、
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
︵
T
riana[2009],

Preface
お
よ
び
C
ha.7も
参
照
さ
れ
た
い
︶。

も
っ
と
も
、
マ
ー
コ
ビ
ッ
ツ
を
始
め
、
シ
ャ
ー
プ
、

フ
ァ
マ
な
ど
の
現
代
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
の
構
築
に
多

大
の
貢
献
を
し
た
研
究
者
達
は
こ
の
限
界
を
十
分
に
認
識

し
て
い
た
。﹁
一
九
六
〇
年
代
を
通
じ
て
、
経
験
的
な
証

拠
は
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
の
安
定
パ
レ
ー
ト
仮
説
︵
ベ
キ
分
布

の
こ
と
︱
引
用
者
︶
を
支
持
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
り
、
こ

の
仮
説
は
、
収
益
率
が
非
正
規
的
で
あ
る
の
で
、
効
率
的

市
場
仮
説
と
現
代
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
の
改
訂
が
必
要

で
あ
る
﹂
と
い
う
認
識
は
専
門
家
の
間
で
は
珍
し
く
は
な

か
っ
た
︵
実
際
の
収
益
率
と
標
準
偏
差
の
分
布
と
そ
の
正

規
分
布
の
関
係
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
例
と
し
て
、
図

表
３
ａ
、
ｂ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
平
均
か
ら
マ
イ
ナ
ス
三

シ
グ
マ
離
れ
た
と
こ
ろ
で
正
規
分
布
の
ほ
ぼ
二
倍
の
乖
離

が
み
ら
れ
る
︶。
し
か
し
、﹁
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
ロ
ル

︵
R
.R
oll︶
の
論
文
を
例
外
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
議
論

は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ク
・
フ
ォ
ー
ム
の
効
率

的
市
場
仮
説
と
、
価
格
変
化
が
独
立
で
あ
る
と
い
う
そ
の

仮
定
を
基
礎
と
し
て
、
金
融
経
済
学
の
進
歩
は
続
い
た
。

さ
ら
に
、
モ
デ
ル
の
独
立
性
に
関
し
て
正
規
性
の
仮
定
を

行
っ
て
い
た
た
め
に
、
正
規
分
布
は
利
用
す
る
の
に
便
利

で
あ
っ
た
﹂︵
Peters[1991];
邦
訳
[一
九
九
四
]
二
八
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︱
三
〇
ペ
ー
ジ
︶
た
め
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
正
規
分
布
の
仮
定

が
採
用
さ
れ
続
け
た
の
は
、
そ
れ
を
仮
定
す
る
と
、
リ
ス

ク
の
程
度
を
標
準
偏
差
で
簡
単
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。

正
規
分
布
の
仮
定
が
も
た
ら
す
問
題
に
つ
い
て
厳
し
い

批
判
を
浴
び
せ
て
き
た
の
は
経
済
物
理
学
と
呼
ば
れ
る
分

野
の
研
究
で
あ
る
︵
注
︶。

︵
注
︶

経
済
物
理
学
か
ら
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
批
判
は
、﹁
効
率
的
市

場
仮
説
﹂
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仮
説
は
株
価
は
そ
の
時
々
の

情
報
を
瞬
時
に
織
り
込
ん
で
形
成
さ
れ
る
た
め
、
株
価
の
変
動
は
市

場
に
新
た
な
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
み
な

す
。
そ
れ
故
、
株
価
は
直
近
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
は
影
響
を
受
け
ず
、

ラ
ン
ダ
ム
に
変
動
す
る
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
経
済
物
理
学
の
分
野
で
の
人
工
的
市
場
の
実
験
で
は
、

株
価
は
直
近
の
パ
タ
ー
ン
の
変
化
を
受
け
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︵
高
安
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
八
二
︱
三
ペ
ー
ジ
参

照
︶。

問
題
は
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
確
率
分
布
を
想
定
す

る
の
が
現
実
的
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
述

べ
れ
ば
、
現
実
の
事
象
の
確
率
分
布
の
多
く
は
ベ
キ
分
布

に
従
う
こ
と
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
分
析
は

そ
の
よ
う
な
仮
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

主
張
す
る
。

ベ
キ
分
布
は
古
く
は
ヴ
ィ
ル
フ
レ
ー
ド
・
パ
レ
ー
ト
の

富
の
分
布
に
つ
い
て
の
分
析
で
も
有
名
で
、
日
本
で
も

﹁
二
〇
対
八
〇
の
法
則
﹂︵﹁
ニ
ッ
パ
チ
の
法
則
﹂
と
い
う

呼
び
方
の
方
が
馴
染
み
が
あ
る
︶
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
数
字
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
は
な
く
、
要

す
る
に
少
数
の
富
裕
層
が
富
の
大
部
分
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
商
品
の

二
〇
％
が
売
上
の
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
だ
と
か
、
二
〇

％
の
顧
客
が
売
上
の
八
〇
％
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
と
い

う
よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
る
。

実
際
に
は
、
パ
レ
ー
ト
は
、
す
べ
て
の
国
の
富
の
分
布
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が
基
本
的
な
数
学
形
式
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
口
の
中
の
富
裕
層
に
注
目
す
る

と
、
額
に
し
て
Ｗ
以
上
の
富
を
所
有
す
る
人
数
は
常
に
Ｗ

の
α
︵
ア
ル
フ
ァ
︶
乗
に
逆
比
例
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
α
の
値
は
ほ
ぼ
二
・
五
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

富
が
二
倍
に
な
る
ご
と
に
、
そ
の
額
以
上
の
富
を
所
有
し

て
い
る
人
数
は
約
六
分
の
一
に
減
少
す
る
と
い
う
パ
タ
ー

ン
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
ベ

キ
乗
の
関
数
︵
Ｘ
の
型
︶
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
分
布
を

-a

ベ
キ
分
布
と
呼
ぶ
。

こ
の
線
に
沿
っ
た
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ア

ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
の
使
用
頻
度
の
パ
タ
ー
ン
、
都
市
人
口
と

都
市
の
数
、
論
文
の
引
用
回
数
と
論
文
数
な
ど
、
歴
史
や

社
会
現
象
に
つ
い
て
も
ベ
キ
分
布
の
パ
タ
ー
ン
が
検
出
さ

れ
る
と
い
う
︵
注
︶。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
分
析
は
基

本
的
に
パ
タ
ー
ン
分
析
に
止
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
因
果
関

係
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

︵
注
︶

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
B
uchanan[2000];
邦
訳
[二

〇
〇
九
]、
同
[2007]
;
邦
訳
[二
〇
〇
九
]、
M
andelbrot
and

H
udson[2004];
邦
訳
[二
〇
〇
八
]、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
分

野
は
社
会
物
理
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
批
判
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ベ
キ

分
布
の
場
合
、
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
ィ
ー
ル
︵
つ
ま
り
、
分
布

曲
線
の
端
の
方
に
な
っ
て
も
確
率
的
に
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な

い
︶
に
な
る
か
ら
、
標
準
偏
差
︵
シ
グ
マ
︶
は
理
論
上
、

無
限
大
に
な
り
、
そ
も
そ
も
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
特
定
で

き
な
い
。
と
な
る
と
、
そ
も
そ
も
シ
グ
マ
を
リ
ス
ク
の
尺

度
と
し
て
、
リ
ス
ク
の
管
理
を
行
う
と
い
う
分
析
の
枠
組

み
自
体
が
意
味
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
現
代
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
お
よ
び
リ
ス
ク

管
理
の
ツ
ー
ル
は
役
に
立
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
実
際
の
リ

ス
ク
を
過
少
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の

経
営
破
綻
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
い
う
意
味
で
、
有
害

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
す
ら
な
り
か
ね
な
い
。
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終
わ
り
に

︱
若
干
の
コ
メ
ン
ト
︱

こ
の
よ
う
な
性
格
の
問
題
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
原

理
的
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

科
学
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
帰
納
法
と
演
繹

法
が
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
帰
納
法
は
で
き

る
限
り
多
く
の
事
例
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
共
通
命
題
を
導

き
出
す
と
い
う
手
順
を
採
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
演
繹
法

は
一
定
の
仮
定
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
モ
デ
ル
を
構

築
し
、
命
題
を
導
き
出
す
。

容
易
に
気
が
つ
く
よ
う
に
、
帰
納
法
で
導
き
出
さ
れ
た

命
題
は
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
真
理
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が

で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
有
限
の
事
例
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
命
題
に
反
す
る
事
例
の
存
在
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
A
,・
・
・
・
・
,Z
の
事

例
の
分
析
か
ら
α
と
い
う
命
題
が
導
か
れ
て
も
、
そ
れ
に

反
す
る
事
例
が
後
に
一
つ
で
も
発
見
さ
れ
れ
ば
、
α
命
題

は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
演
繹
法
は
あ
た
か
も
空
気
抵
抗
ゼ
ロ

の
真
空
状
態
を
創
っ
て
実
験
す
る
よ
う
に
、
抽
象
的
な
仮

定
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
下
で
演
繹
さ
れ
た
命

題
を
導
き
出
す
。
し
た
が
っ
て
、
反
証
と
な
る
事
例
が
問

題
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
理
論
的
に
も
正
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
演
繹
法
に
対
し
て
常
に
向
け
ら
れ
る
批
判

は
、
モ
デ
ル
の
前
提
と
な
る
﹁
仮
定
の
非
現
実
性
﹂
と
い

う
問
題
に
対
し
て
で
あ
る
。
仮
定
が
甚
だ
し
く
非
現
実
的

で
あ
れ
ば
、
そ
の
モ
デ
ル
の
現
実
説
明
能
力
も
疑
わ
し
い

と
い
う
批
判
が
常
に
提
起
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一

九
五
〇
年
代
に
華
々
し
く
展
開
さ
れ
た
資
本
コ
ス
ト
と
最

適
資
本
構
成
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
モ
ジ
リ
ア
ー
ニ
と
ミ

ラ
ー
︵
Ｍ
Ｍ
︶
の
命
題
︵
理
論
︶
に
対
し
て
、
会
計
学
、

財
務
論
な
ど
か
ら
の
批
判
が
発
端
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
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最
大
の
争
点
は
、
Ｍ
Ｍ
が
モ
デ
ル
構
築
に
あ
た
っ
て
置
い

た
﹁
完
全
資
本
市
場
﹂
の
仮
定
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ

の
仮
定
は
、
取
引
費
用
ゼ
ロ
、
借
入
額
に
関
係
な
く
金
利

は
一
定
、
投
資
家
の
期
待
の
同
質
性
な
ど
で
あ
る
。
一
見

し
て
こ
れ
ら
の
仮
定
は
非
現
実
的
で
、
そ
こ
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
﹁
最
適
資
本
は
存
在
し
な
い
﹂
と
い
う
Ｍ
Ｍ
命
題

は
非
現
実
的
で
あ
る
と
し
て
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
両
者
の
間
で
の
論
争
の
過
程
で
Ｍ
Ｍ
命
題
の

前
提
と
な
る
仮
定
が
よ
り
現
実
的
な
も
の
に
修
正
さ
れ

︵
た
と
え
ば
、
倒
産
リ
ス
ク
、
税
金
の
考
慮
な
ど
︶、
そ
の

場
合
に
は
資
本
コ
ス
ト
を
最
低
に
す
る
最
適
資
本
構
成
が

存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
Ｍ
Ｍ
理
論

は
現
代
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
の
不
可
欠
の
一
部
を
構
成
し

て
い
る
。

話
し
が
少
し
横
道
に
逸
れ
た
が
、
い
い
た
い
こ
と
は
、

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
﹁
仮
定
の
非
現
実
性
﹂
と
い

う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
演
繹
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
常
に
向

け
ら
れ
て
き
た
批
判
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
演
繹
法
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
純
粋
な
形
で
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
義
を
持
っ
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
目
的
が
基
本
的
に
市
場
や

取
引
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
あ
り
、
直
接
に
は
実
務
の
現

場
で
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
に
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
︵
注
︶。

︵
注
︶

こ
の
意
味
で
、
H
aug
and
T
aleb[2009]
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｍ
の
議
論

が
新
古
典
派
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
に
基
づ
く
思
考
実
験
に
過
ぎ
な
い

と
述
べ
て
い
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
経
済
物
理
学
か
ら
の
批
判
は
真
摯
に
受
け

止
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
金
融

工
学
が
実
践
性
を
標
榜
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
現
実
的

な
仮
定
に
修
正
し
説
明
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
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